授業改善シート
教科　（　地歴　）　科目　（　世界史A（A）　）　担当者　（　　　　　　　　　　）

１．授業の課題

（１）Q-Uアンケート分析・教科支援シート一覧表より見える課題：

　静かに授業に参加できるが学習に対する意欲が低く、また自分の将来について考えられないなど

思考力に課題の在る生徒がいる。活発さや積極性がみられず、楽しい授業になっていない。

（２）授業改善のポイント（仮説）：
　授業での発言・発表等のパターン化により、自信をもって活動し、自主性や自覚（思考）を促す。
間違うことへの耐性をつけ、活発でたのしい授業にする。
（３）目指す授業：

　全員が意欲的に授業に参加し、世界の歴史という生徒にとって非現実的な事象を学び、自分の身
の回りと関連付けて考えることができる授業を目指す。
２．改善項目　～どの項目を、どのように改善するか～（全項目である必要はない）

	項　　　　目
	改　　善　　内　　容

	Ⅰ．授業の目標（ねらい）

　（生徒の状況に応じた目標、生徒への明示）
	「本時の内容」を黒板に提示し、見通しが持てるようにする。理解できたか、復唱させる。

	Ⅱ．授業の構成・教材
　（見通し・変化・個に応じた課題の準備等）
	「本読み」等を必ず入れ、声を出す・配布する・教える等の「動き」を引き出す。

	Ⅲ．教室環境
　（学習に集中できる環境への配慮）
	飲料物等授業に関係のない物は、机上に出さない。

	Ⅳ．学習形態・ルール
　（一斉・グループ・教え合い・学習規律）
	グループ討議を入れる。

	Ⅴ．教師の姿勢・指示の出し方・話し方
　（生徒が話しやすい雰囲気・肯定的表現等）
	指示は１つずつ出す。
発言・発表に対し、肯定的評価をする。

	Ⅵ．板書・ノート指導・プリント指導
　（流れのわかる板書・具体的指示・工夫等）
	図表を描く際、文章と分離してわかりやすく提示する。

	Ⅶ．テストの配慮・学習の評価
　（生徒の発言の尊重・ルビ等丁寧な対応）
	可能な限り、漢字にルビをつける。
発言・発表に対し、肯定的評価をする。


３．授業の変化（仮説に対して）について
（１）指導担当者から：

　授業のパターン化により、活動への準備や自信は向上したが、思考力が向上したとは言えない。
　肯定的評価やグループ討議等のパターン化により、自発的活動が定着した。
（２）生徒のアンケート等から：

　「楽しく授業ができた。」「全員発表したので、良かった。」
４．次段階に向けて

（１）短期目標：

挙手して、自分の意見を発表することができる。人の意見を聞いて、自分の意見が言える。
（２）長期目標：

　世界の歴史と自分の身の周りの事象を関連付けて考え、発表する。
